
「檍小学校による久保のもぐらうっ伝承活動の取組」

１ 学校名

曽於市立檍小学校

２ 学年・人数

檍小学校１年～６年の児童 23名

協力者 檍小学校卒業した中学生，久保集落に縁のある中学生

３ 日時・場所

（１）練習の日時・場所

平成30年12月23日（日）10：00～12：00（檍青少年館）

校区の行事である三世代交流会の中で練習を行う。

（２）発表の日時・場所

平成31年１月13日（日）13：00～15：00（久保集落）

４ 伝承・活用に取り組んでいる郷土芸能，伝統行事について

（１）名称

久保のもぐらうっ（くぼのもぐらうっ）〔曽於市指定無形民俗文化財〕

（２）由来

文献などの記録に残っていないため，正確には分かっていないが，集

落のお年寄りのお話によると，約100年位の歴史があるようである。田畑

を荒らすモグラを，地中でじっとしている冬場に退治して田畑を荒らさ

ぬように，そして，五穀豊穣の年になるように，さらには家内安全でよ

い１年になるようにとの願いを込めて行われてきた。

（３）構成等

長さ約２ｍ程度の竹の棒に藁つとを巻いたものを手にし，久保集落の

民家を１軒ずつ周り，「もぐらうっ」の歌を歌いながら棒を地面に叩きつ

ける。歌い終わると民家の人が出てきてお礼を述べ，餅やお菓子等を子

どもたちに振る舞う。昔は，餅を７個渡したそうで，この風習を守ると

ころもある。

５ 保存会や地域との連携の具体

基本的には，久保自治会で伝承活動を行っているが，久保集落の児童数

が減少し，平成25年度より檍小学校及びＰＴＡに協力を依頼し，檍小学校

の児童にも参加を呼びかけている。また，練習等についても，檍校区の行

事である三世代交流会で練習時間を確保してもらうなど，檍校区公民館に

も運営等に協力をお願いしている。その他，平成27年度に行われた檍小学

校新体育館落成式において，檍小学校全児童による「もぐらうっ」の実演

を披露するなど，保存の気運を高めている。



６ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点

学校教育における伝承活動としては，「夢育み講話」で地域の歴史に詳し

い方をお招きし，全児童に「久保のもぐらうっ」の歴史や歌などを説明し

ていただいた。また，６年生の社会の学習において，校区の歴史を学ぶ際

に「久保のもぐらうっ」についても学習を深めている。

久保集落の方々が高齢になってきたため，小学生時代に行った経験のあ

る地元の中学生や地元の成人の男性，地元に縁のある方に当日参加してい

ただき，指導に当たっていただいている。

久保集落には，現在小学生がおらず，久保集落だけでの伝承は今後も難

しいため，今後も檍小学校全児童に参加を呼びかけながら，伝承していき

たい。

７ 取組の様子

【説明を聞く様子】 【「もぐらうっ」の様子】

８ 参加児童生徒・保護者・保存会・教員等の感想・意見

【児童】

たくさんの人の前でするのは少し恥ずかしかったが，一生懸命大きな声を

出して叩けたのでよかった。これからも参加していきたい。

【保護者】

檍校区全体が少子高齢化しており，檍校区全体で伝承していければと思

う。子どもたちにもいい体験になると思う。大人になっても体験したこと

をいろいろな人たちに伝えていってほしい。

【地域】

伝統を絶やしたくない。校区や学校の協力を得ながら，今後も継承して

いきたい。

【学校職員】

大勢の人の前で，大きな声を出して演技することは，児童にとって大変

よい体験となっている。年々，檍小学校全体の児童数も少なくなってきて

いるが，曽於市指定無形民俗文化財にもなっている行事なので，これから

も取組を継続していってほしい。


